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研究成果概要 
昨年度は、前半は、コミッショニングとして、キャリブレーションデータの収集、バックグラウンドの

詳細な研究、通常のデータ収集、測定器状態を変えて
のデータ収集等をおこなった。 
その結果、予想していなかったSurface BGがいくつか
見つかった。一つは、PMTで、クォーツガラスと、メタ
リック本体のシール材として使っていたアルミに大量
の238Uの崩壊系列上流の混入、２１０Pbの混入が見つ
かった。さらに銅ホルダー表面にも２１０Pbが存在し
ていることが見つかった。左図上は、３MeVまでの表面
バックグラウンドを含む全バックグラウンドを示して
いる。赤が新たに見つかったバックグラウンドの寄与
で、黄色がこれまで、最大のバックグラウンド源とし
て評価していた、PMTに使われている部材に含まれる放
射線不純物からのガンマ線の寄与である。左下の図は、
同じものを、１００keVまでの低エネルギー領域で示し
てある。低エ
ネルギー領域
では、予想し
ていたバック

グラウンドの２桁多い量である。これらは、いずれも、表面バ
ックグラウンドであり、本来は、有効質量内には無いものであ
るが、vertex再構成プログラムのしみ込みにより、有効質量内
に入ってくる。したがって、このバックグラウンドを低減する
必要がある。 
 本来ならば、PMTを交換しなくてはならないけれども、時間と
経費がかかるので、とりあえず、応急の改修をすることにした。
PMTアルミ部分にはリングカバーをとりつけ、ホルダーの銅表面
は、再度洗浄を行う。現在、測定器を分解して、PMTリング等の
準備をしている。 
XMASSは、光量が非常に大きいので、0.3keVという、low thresh
oldが達成できることが判明した。僅か４ヒットの事象なので、
有効質量カットをすることはできないが、それでも、バックグ
ラウンドのレベルは、これまでも実験に遜色ない。したがって、
コミッショニングラン中に収集した６日あまりのデータを使っ
て、low mass WIMP 探索をおこなった。論文として、出版して
いる。右上の図、横軸がWIMPS質量で、縦軸は、スピン独立な断
面積である。 
 また、XMASSは、原子核反跳だけでなく、e/gamma事象にも感
度がある。その特徴と、低閾値ということを生かし、solar axi
onの探索も行い、論文をsubmitしている。 
右下の図である。横軸は、axion 質量、縦軸は、aeeの結合常数
である。いずれもXMASSは上限を与えている。 
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